
 

（第２号様式）   
令和８年３月23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立金沢支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月25日実施） 

総合評価（３月23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

自立と社会参加を目

指し、児童・生徒の

発達段階に応じた系

統性のある教育課程

の編成と授業への活

用を進める。 

① 学習指導要領に則って 

発達段階に応じた系統性の 

ある教育内容を考え実践す 

る。 

 

 

 

②-1 ICT機器活用の推進及 

び学習教材・授業例の充実 

を図る。 

 

 

②-2 ICT機器の活用事例や 

授業での活用状況につい 

て、情報発信を進める。 

①-1 校内研究で地域と協働し 

た教育課程について検討し、 

実践につなげる。 

①-2 改めて教育課程、ｶﾘｷｭﾗﾑ 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄについて、職員対象の 

研修に取り組む。 

 

②-1 内容(形態や方法含む)を 

工夫した研修会を実施し、職 

員の理解を深めると共に、ICT 

教材や授業例を共有して授業

改善につなげる。 

②-2 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや通信、授業参 

観・面談等で積極的に情報を 

発信していく。 

①-1 校内研究とも絡めなが 

ら、授業づくりに取り組むこ 

とができたか。 

①-2 研修を実施し、理解を深

めることができたか。 

 

 

②-1 多くの職員が参加できる 

研修会を実施し、各学部で授 

業改善につなげることがで 

か。 

 

②-2 ICT機器の活用につい 

て、積極的に情報発信を進め 

ることができたか。 

①-1 各学部で地域との連携
を授業に組み入れ、研究発
表会で学校全体で共有でき
た。 
①-2 部門・学部でテーマを
設定して研修会を実施し、
職員の理解促進に努めた。 
 
②-1 各学部や情報管理チー
ムで職員のニーズに合った
研修会が実施され、授業改
善につなげることができ
た。 
②-2 ICT 機器を使った授業
参観を実施したり、通信や
面談で取組の様子を伝えた
りした。 

①-1 ２年計画で進めて
きた校内研究の成果を
次年度も継続・発展で
きるよう検討し取り組
んでいく。 
①-2 研修を通して得た
知識をどのように授業
に活かしていくかを検
討していく。 
 
②-1 各学部・チームで
それぞれ研修を計画実
施し、職員理解度を高
めていく。 
②-2 ホームページでも
取組の様子を発信して
いく。 

＜学校運営協議会＞ 
ミニ研修や外部講師の活
用等良い取組をしてい
る。隙間時間を使っての
研修も大切である。 
 
 
＜保護者アンケート＞ 
①「社会参加を見据え、
発達段階に応じた教育を
受けられてるか」に対し
87％の評価を得た。 
②「ICT 機器の活用が進
み、学習教材や授業が充
実したか」に対し 57％の
評価。「わからない」が
35％であった。 

① 各学部で工夫し地
域との連携を授業に
組み入れて取り組む
ことができた。実践
した地域と協働した
授業づくりを継続・
発展させていく。 
 
 
② 各学部や情報管理
チームでそれぞれ研
修会を実施し、授業
改善につなげること
ができた。その反
面、保護者等への情
報発信の結果が思っ
たほど評価されなか
った。 

① 年間計画に組み
込む等今年度の実
績を次年度に活か
せるよう各学部で
継続・発展させて
いく。 
 
 
 
② 保護者への周知
について、個別教
育計画での位置付
けや活用等につい
て面談や授業参観
で伝える等知る機
会を意識して設定
できるよう工夫し
ていく。 

２ 
児童・ 
生 徒 指
導・支援 

障害や発達に関わる

一人ひとりの教育的

ニーズに応じた適切

な教育支援を行う。 

① 児童生徒が主体的に学 

ぶことができる学習環境を 

設定する。 

 

 

② 専門職等を活用した更 

なる支援体制の充実を図 

る。 

① 子ども目線での教育環境整 

備の意識を定着させ、見やす 

さわかりやすさを一層推進す 

る。 

 

② 複数のｸﾞﾙｰﾌﾟ(ﾁｰﾑ)も連携 

した「ﾁｰﾑ支援」を推進し、互 

いの専門性を生かした支援ｼｽﾃ 

ﾑを構築する。また、専門職の 

紹介等具体的に発信してい 

く。 

① 児童生徒が主体的に学ぶ学 

習環境を設定することができ 

たか。 

 

 

② 専門職支援体制の充実を図 

ることができたか。 

① 各部門・学部のチェック
シートを基に学習環境を整
えることができた。 
 
 
 
② 専門職と連携し、装具や
姿勢、摂食指導など、保護
者のニーズを踏まえつつ、
必要な支援や学習について
検討することができた。ま
た、専門職の情報を校内保
護者向けの便りで発信し
た。 

① 取組の共有やチェッ
クシートを活用した教
員の意識向上、学習環
境の見直し(改善)を継
続していく。 
 
②専門性をより理解す
るための教員研修や連
携内容の整理を充実さ
せていく。また、お便
りやホームページを利
用し、今後も定期的に
発信していく。 

＜学校運営協議会＞ 
専門職の活用はとても良
い。今後も積極的に取り
組んでほしい。 
 
＜保護者アンケート＞ 
①「お子さんが進んで学
べる学習環境になってい
るか」に対し 81％の評価
を得た。 
②「担任以外(専門職・
看護師等)のアドバイス
を受け支援に取り組めた
か」に対し 44％の評価。
「わからない」が 34％で
あった。 

① 各部門・学部のチ
ェックシートを基に
学習環境を整えるこ
とができた。主体的
に学ぶための学習環
境については今後も
検討が必要である。 
 
② 各学部で専門職と
連携し、必要な支援
が学習について検討
することができた。
反面、保護者には専
門職の活用について
周知の工夫が必要で
ある。 

① 教育課程チーム
を中心に取組の共
有やチェックシー
トを活用した教員
の意識向上と主体
的な学びに向けて
継続的に改善を進
めていく。 
② 専門職との連携
を進めながら、支
援体制の様子を面
談で伝えたり、お
便りやホームペー
ジで発信したりし
ていく。 

３ 
進 路 指
導・支援 

児童生徒一人ひとり

の生きる力を育むた

めのキャリア教育の

充実を図る。 

① 卒業後の社会生活を見 

据えた進路指導・支援につ 

いて、職員研修を充実させ 

る。 

 

② 各学部における卒業後

の社会生活を見据えた系統

性のある学習活動を進め

る。 

 

③ 保護者・地域等への進 

路指導情報発信の拡充を図 

る。 

① 校内全体及び各部門・学部 

での内容を工夫し、職員研修 

を行う。 

 

 

② 「進路に向けての身につけ 

たい力」「進路学習でのつけ 

たい力」を活用するなど系統 

性のある学習活動を検証して 

いく。 

③「進路だより」や保護者対 

象の進路説明会等を活用し、 

部門・学部ごとの情報発信を 

充実させる。 

①③ 進路指導・支援につい 

て、研修や情報発信を進める 

ことができたか。 

 

 

② 各学部で卒業後の社会生活 

を見据えた系統性のある学習 

活動を検証することができた 

か。 

① 学部毎に外部講師を招い
たり進路担当と連携したり
して、職員研修を実施し
た。 
 
② 学部毎に「進路に向けて
身につけたい力」を活用
し、日々の活動や目標設
定、学習内容の検討を行っ
た。 
 
③ 学部毎に実施した保護者
説明会やクラスルームを利
用して、参加できなかった
保護者にも情報を発信でき
るように工夫した。 

① 教員が卒業後の生活
について理解を深めら
れるよう研修会を継続
していく。 
 
② 各学部で学習に活か
していけるよう、随時
内容の整理・見直しを
検討していく。 
 
 
③ 高等部だけでなく小
中学部の保護者にも説
明会や見学会などの機
会や情報の周知の仕方
を検討していく。 

＜学校運営協議会＞ 
進路指導の研修会、進路
担当とも連携しながら授
業に活かしてほしい。 
生徒が作る自分の取扱説
明書はとても良い。企業
まで引き継がれると良
い。 
＜保護者アンケート＞ 
①「各学部段階で児童生
徒の生きる力を育む学習
に取り組めたか」に対し
81％の評価を得た。 
②「進路だよりや面談・
進路説明会や進路先見学
会等分かりやすかった
か」に対し 85％の評価を
得た。 

①③ 学部毎や全学部
対象に、学部講師を
招いたりして職員研
修を実施した。今年
度は知的障害教育部
門の話が中心だった
ため、肢体不自由教
育部門に向けた研修
も充実させていく。 
 
② 学部毎に「進路に
向けて身につけた
力」について内容を
確認し、活用するこ
とができた。 

①③ 今年度の実績
をもとに、各部
門・学部での研
修、校内全体での
研修と内容を工夫
し、職員研修を充
実させていく。 
 
 
 
② 今後更に授業計
画や個別教育計画
の目標設定時に活
用できるよう周知
していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月25日実施） 

総合評価（３月23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等と
の協働 

地域とともに、ｲﾝｸﾙｰ

ｼﾌﾞな社会の形成に向

けたｾﾝﾀｰ的機能によ

る発信と協働の充実

を図る。 

①職員一人ひとりがｾﾝﾀｰ的 

機能を担う意識の向上を図 

る。 

 

 

 

② 本校の特別支援教育の

ノウハウを発信する。 

① 校内全体で地域の学校の課 

題やﾆｰｽﾞ等を知る機会を設 

け、地域を支援するための知 

識を得る。 

 

 

② 教育活動や教材教具・支援

の手立て等巡回相談時やﾎｰﾑﾍﾟ

ｰｼﾞで情報を発信する。また地

域の学校のﾆｰｽﾞを踏まえた巡

回相談や研修会を実施する。 

① 職員の意識向上を図ること 

ができたか。 

 

 

 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等での情報発信の

充実やﾆｰｽﾞを踏まえた巡回相

談・研修会を実施することが

できたか。 

① 児童生徒への考え方や授
業の取組が、地域でのセン
ター的機能に結びついてい
ることがミニ研修を通して
確認できた。 
 
 
② 夏季休業中に教材教具展
を開催した。また、巡回相
談から必要な情報を検討し
ホームページで情報発信す
ることができた。 

① 職員一人ひとりが教
材の提供等を通してセ
ンター的機能に寄与し
ているが、実感がまだ
持てていない。 
 
 
②より地域のニーズに
応じた教材教具展を検
討していく。また、ホ
ームページを有効活用
していく。 

＜学校運営協議会＞ 
連携支援が活躍できてい
るのはとても良い。セン
ター的機能は日常的な支
援として活用できると良
い。 
 
＜保護者アンケート＞ 
「支援だより等の発行や
授業・交流学習・作品展
等を通して地域との相互
理解が深まる教育活動が
できたか」に対し 73％の
評価を得た。 
 

① 研修会で地域の学
校の様子や事例につ
いて共有・検討し
た。ミニ研修は職員
の意識向上の一助と
なった。 
 
② 教材教具展の開催
やホームページで情
報を発信することが
できた。 

①②職員の意識向
上に向け、地域の
学校の様子を知る
機会を設定した
り、ミニ研修等を
活用して、職員の
日頃の取組がセン
ター的機能に結び
ついていることを
周知させていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

信頼される学校づく

りの推進のため、安

全で安心できる指導

体制及び管理体制を

構築する。 

① 安全・安心な学校づく

りのため、研修や訓練等計

画・実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを活用

し、校内体制と安全への取

組を発信すると共に、地域

と協働して安全安心な学校

づくりに取り組む。 

 

③ 業務の整理や効率的な

業務の遂行方法等を検討

し、働き方改革を進める。 

①-1 保護者や地域と協働の学

校防災や避難訓練等何ができ

るか検討し、計画(周知)・実

施・検証する。 

 

 

①-2 職員研修や訓練、ﾏﾆｭｱﾙ

の見直し等安全な指導体制を

構築する。 

 

 

 

 

 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで日頃の学習活動

や学校の取組を発信したり、

地域からの情報を収集したり

して、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで紹介する等

情報交換の場を設ける。 

 

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ・部門・学部で

業務整理、効率化について継

続して取り組む。 

③-2 新体制での分掌業務を行

いながら、業務の効率化・平

準化を引続き検証していく。 

①-1 新たな学校防災や訓練の

あり方等検討し、実施するこ

とができたか。 

 

 

 

①-2 研修や訓練等の計画・実

施やﾏﾆｭｱﾙの見直し等行うこと

ができたか。 

 

 

 

 

 

 

② ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを有効に活用し、

情報発信することができた

か。 

 

 

 

③-1 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ･部門・学部で

考え、進めることができた

か。 

③-2 新体制での分掌業務の効

率・平準化について検証する

ことができたか。 

①-1 安全防災チームのみで 
はなく、他のチームの協力 
を得ながら、研修・訓練に 
地域資源の方の参加の拡大 
ができた。また、外部の防 
災展にも参加し、地域と関 
わりを持つことができた。 
①-2 捜索区域に関しては再 
度検討が必要であるが、連 
絡方法に関してはマニュア 
ルを修正することができ 
た。 
校内の内線電話の位置が分 
かるように校内の各箇所に 
印を掲示した。 
 
②各学部で行事の様子や授 
業の様子など定期的に発信 
することができた。 
 
 
 
③-1 各グループ・部門・学 
部で検討し、業務の見直 
し・改善を進めた。 
 
③-2 総括連絡会等の場を活 
用したり、必要な時にグル 
ープリーダー間で検討した 
りした。 

①-1 地域と協働した研 
修・訓練に参加しても 
らうための発信方法、 
防災食や物品を管理・ 
保管する場所の検討が 
必要である。 
 
①-2 今年度実施して課 
題となった個所を検討 
し改善を行ったが、今 
後も引き続き訓練を行 
い、見直しを重ねてい 
く必要がある。 
 
 
 
② 引き続きホームペー 
ジを活用して学習活動 
の取組を発信してい 
く。 
 
 
③-1引き続き部門・学 
部での業務改善案を共 
有し、積極的に進めて 
いく。 
③-2 次年度も総括連絡 
会等を活用して各グル 
ープの活動を振り返り 
検証を行っていく。 

＜学校運営協議会＞ 
地域の放水訓練にも生徒 
が参加しているのは大事 
なことである。 
働き方改革について、会 
議の数、資料の数、数値 
化して比較できると良 
い。業務アシスタントの 
活用も素晴らしい。 
 
 
＜保護者アンケート＞ 
①「安全で安心できる学 
校づくりのため保護者や 
地域と協働して学校防災 
や避難訓練を実施してい 
るか」に対し76％の評 
価を得た。 
②「学習活動や学校の取 
組等の情報が、お便りや 
ホームページ等で迅速に 
分かりやすく提供されて 
いるか」に対し86％の評 
価を得た。 

① 複数のチームと連 
携・協力して、研修 
や訓練に地域の方も 
参加して実施するこ 
とができた。 
 
 
 
② ホームページで日 
頃の学習活動の様子 
や学校の取組を発信 
することができた。 
学校全体として、地
域・保護者への発信
はもちろん、職員に
対しても更に周知
し、他学部の情報等
学校全体を知る一つ
として活用してもら
いたい。 
 
③ 各グループ・部
門・学部での業務整
理、効率化への取組
について、教員の
64％が評価してい
る。しかし、分掌業
務の効率化・平準化
は 49％の評価で「そ
う思わない/わからな
い」が 51％と上回っ
ている。 

① スクールバス運 
行時の発災や防災 
訓練等について、 
職員が発災時をイ 
メージして行動で 
きる内容を検討し 
ていく。 
 
② 更なるホームペ 
ージの有効活用に 
向け、職員での協 
力依頼や積極的な 
活用を進めてい 
く。また、本校の 
ホームページにつ 
いて、年度始めだ 
けでなく機会があ 
る毎に意識して周 
知していく。 
 
 
③ 多様な働き方が 
ある中で各グルー 
プ内での業務の見 
直しに引き続き取 
り組む。また総括 
教諭を中心に情報 
を共有し、業務の 
効率化・平準化を 
進めていく。 

 

 


